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    第一章


    
      1さばきづかさが世よを治おさめているころ、国くにに飢ききんがあったので、ひとりの人ひとがその妻つまとふたりの男おとこの子こを連つれてユダのベツレヘムを去さり、モアブの地ちへ行いってそこに滞在たいざいした。 2その人ひとの名なはエリメレク、妻つまの名なはナオミ、ふたりの男おとこの子この名なはマロンとキリオンといい、ユダのベツレヘムのエフラタびとであった。彼かれらはモアブの地ちへ行いって、そこにおったが、 3ナオミの夫おっとエリメレクは死しんで、ナオミとふたりの男おとこの子こが残のこされた。 4ふたりの男おとこの子こはそれぞれモアブの女おんなを妻つまに迎むかえた。そのひとりの名なはオルパといい、ひとりの名なはルツといった。彼かれらはそこに十年ねんほど住すんでいたが、 5マロンとキリオンのふたりもまた死しんだ。こうしてナオミはふたりの子こと夫おっととに先さきだたれた。
    


    
      6その時とき、ナオミはモアブの地ちで、主しゅがその民たみを顧かえりみて、すでに食物しょくもつをお与あたえになっていることを聞きいたので、その嫁よめと共ともに立たって、モアブの地ちからふるさとへ帰かえろうとした。 7そこで彼女かのじょは今いまいる所ところを出立しゅったつし、ユダの地ちへ帰かえろうと、ふたりの嫁よめを連つれて道みちに進すすんだ。 8しかしナオミはふたりの嫁よめに言いった、「あなたがたは、それぞれ自分じぶんの母ははの家いえに帰かえって行いきなさい。あなたがたが、死しんだふたりの子ことわたしに親切しんせつをつくしたように、どうぞ、主しゅがあなたがたに、いつくしみを賜たまわりますよう。 9どうぞ、主しゅがあなたがたに夫おっとを与あたえ、夫おっとの家いえで、それぞれ身みの落おち着つき所どころを得えさせられるように」。こう言いって、ふたりの嫁よめに口くちづけしたので、彼かれらは声こえをあげて泣なき、 10ナオミに言いった、「いいえ、わたしたちは一緒いっしょにあなたの民たみのところへ帰かえります」。 11しかしナオミは言いった、「娘むすめたちよ、帰かえって行いきなさい。どうして、わたしと一緒いっしょに行いこうというのですか。あなたがたの夫おっととなる子こがまだわたしの胎内たいないにいると思おもうのですか。 12娘むすめたちよ、帰かえって行いきなさい。わたしは年としをとっているので、夫おっとをもつことはできません。たとい、わたしが今夜こんや、夫おっとをもち、また子こを産うむ望のぞみがあるとしても、 13そのためにあなたがたは、子こどもの成長せいちょうするまで待まっているつもりなのですか。あなたがたは、そのために夫おっとをもたずにいるつもりなのですか。娘むすめたちよ、それはいけません。主しゅの手てがわたしに臨のぞみ、わたしを責せめられたことで、あなたがたのために、わたしは非常ひじょうに心こころを痛いためているのです」。 14彼かれらはまた声こえをあげて泣ないた。そしてオルパはそのしゅうとめに口くちづけしたが、ルツはしゅうとめを離はなれなかった。
    


    
      15そこでナオミは言いった、「ごらんなさい。あなたの相嫁あいよめは自分じぶんの民たみと自分じぶんの神々かみがみのもとへ帰かえって行いきました。あなたも相嫁あいよめのあとについて帰かえりなさい」。 16しかしルツは言いった、「あなたを捨すて、あなたを離はなれて帰かえることをわたしに勧すすめないでください。わたしはあなたの行いかれる所ところへ行いき、またあなたの宿やどられる所ところに宿やどります。あなたの民たみはわたしの民たみ、あなたの神かみはわたしの神かみです。 17あなたの死しなれる所ところでわたしも死しんで、そのかたわらに葬ほうむられます。もし死しに別わかれでなく、わたしがあなたと別わかれるならば、主しゅよ、どうぞわたしをいくえにも罰ばっしてください」。 18ナオミはルツが自分じぶんと一緒いっしょに行いこうと、固かたく決心けっしんしているのを見みたので、そのうえ言いうことをやめた。
    


    
      19そしてふたりは旅たびをつづけて、ついにベツレヘムに着ついた。彼かれらがベツレヘムに着ついたとき、町まちはこぞって彼かれらのために騒さわぎたち、女おんなたちは言いった、「これはナオミですか」。 20ナオミは彼かれらに言いった、「わたしをナオミ（楽たのしみ）と呼よばずに、マラ（苦くるしみ）と呼よんでください。なぜなら全能者ぜんのうしゃがわたしをひどく苦くるしめられたからです。 21わたしは出でて行いくときは豊ゆたかでありましたが、主しゅはわたしをから手てで帰かえされました。主しゅがわたしを悩なやまし、全能者ぜんのうしゃがわたしに災わざわいをくだされたのに、どうしてわたしをナオミと呼よぶのですか」。 22こうしてナオミは、モアブの地ちから帰かえった嫁よめ、モアブの女おんなルツと一緒いっしょに帰かえってきて、大麦おおむぎ刈かりの初はじめにベツレヘムに着ついた。
    

  


  


  
    第二章


    
      1さてナオミには、夫おっとエリメレクの一族いちぞくで、非常ひじょうに裕福ゆうふくなひとりの親戚しんせきがあって、その名なをボアズといった。 2モアブの女おんなルツはナオミに言いった、「どうぞ、わたしを畑はたけに行いかせてください。だれか親切しんせつな人ひとが見当みあたるならば、わたしはその方かたのあとについて落おち穂ぼを拾ひろいます」。ナオミが彼女かのじょに「娘むすめよ、行いきなさい」と言いったので、 3ルツは行いって、刈かる人ひとたちのあとに従したがい、畑はたけで落おち穂ぼを拾ひろったが、彼女かのじょははからずもエリメレクの一族いちぞくであるボアズの畑はたけの部分ぶぶんにきた。 4その時ときボアズは、ベツレヘムからきて、刈かる者ものどもに言いった、「主しゅがあなたがたと共ともにおられますように」。彼かれらは答こたえた、「主しゅがあなたを祝福しゅくふくされますように」。 5ボアズは刈かる人ひとたちを監督かんとくしているしもべに言いった、「これはだれの娘むすめですか」。 6刈かる人ひとたちを監督かんとくしているしもべは答こたえた、「あれはモアブの女おんなで、モアブの地ちからナオミと一緒いっしょに帰かえってきたのですが、 7彼女かのじょは『どうぞ、わたしに、刈かる人ひとたちのあとについて、束たばのあいだで、落おち穂ぼを拾ひろい集あつめさせてください』と言いいました。そして彼女かのじょは朝あさ早はやくきて、今いままで働はたらいて、少すこしのあいだも休やすみませんでした」。
    


    
      8ボアズはルツに言いった、「娘むすめよ、お聞ききなさい。ほかの畑はたけに穂ほを拾ひろいに行いってはいけません。またここを去さってはなりません。わたしのところで働はたらく女おんなたちを離はなれないで、ここにいなさい。 9人々ひとびとが刈かりとっている畑はたけに目めをとめて、そのあとについて行いきなさい。わたしは若者わかものたちに命めいじて、あなたのじゃまをしないようにと、言いっておいたではありませんか。あなたがかわく時ときには水みずがめのところへ行いって、若者わかものたちのくんだのを飲のみなさい」。 10彼女かのじょは地ちに伏ふして拝はいし、彼かれに言いった、「どうしてあなたは、わたしのような外国がいこく人じんを顧かえりみて、親切しんせつにしてくださるのですか」。 11ボアズは答こたえて彼女かのじょに言いった、「あなたの夫おっとが死しんでこのかた、あなたがしゅうとめにつくしたこと、また自分じぶんの父母ふぼと生うまれた国くにを離はなれて、かつて知しらなかった民たみのところにきたことは皆みなわたしに聞きこえました。 12どうぞ、主しゅがあなたのしたことに報むくいられるように。どうぞ、イスラエルの神かみ、主しゅ、すなわちあなたがその翼つばさの下したに身みを寄よせようとしてきた主しゅからじゅうぶんの報むくいを得えられるように」。 13彼女かのじょは言いった、「わが主しゅよ、まことにありがとうございます。わたしはあなたのはしためのひとりにも及およばないのに、あなたはこんなにわたしを慰なぐさめ、はしためにねんごろに語かたられました」。
    


    
      14食事しょくじの時とき、ボアズは彼女かのじょに言いった、「ここへきて、パンを食たべ、あなたの食たべる物ものを酢すに浸ひたしなさい」。彼女かのじょが刈かる人々ひとびとのかたわらにすわったので、ボアズは焼麦やきむぎを彼女かのじょに与あたえた。彼女かのじょは飽あきるほど食たべて残のこした。 15そして彼女かのじょがまた穂ほを拾ひろおうと立たちあがったとき、ボアズは若者わかものたちに命めいじて言いった、「彼女かのじょには束たばの間あいだでも穂ほを拾ひろわせなさい。とがめてはならない。 16また彼女かのじょのために束たばからわざと抜ぬき落おとしておいて拾ひろわせなさい。しかってはならない」。 17こうして彼女かのじょは夕暮ゆうぐれまで畑はたけで落おち穂ぼを拾ひろった。そして拾ひろった穂ほを打うつと、大麦おおむぎは一エパほどあった。 18彼女かのじょはそれを携たずさえて町まちにはいり、しゅうとめにその拾ひろったものを見みせ、かつ食たべ飽あきて、残のこして持もちかえったものを取とり出だして与あたえた。 19しゅうとめは彼女かのじょに言いった、「あなたは、きょう、どこで穂ほを拾ひろいましたか。どこで働はたらきましたか。あなたをそのように顧かえりみてくださったかたに、どうか祝福しゅくふくがあるように」。そこで彼女かのじょは自分じぶんがだれの所ところで働はたらいたかを、しゅうとめに告つげて、「わたしが、きょう働はたらいたのはボアズという名なの人ひとの所ところです」と言いった。 20ナオミは嫁よめに言いった、「生いきている者ものをも、死しんだ者ものをも、顧かえりみて、いつくしみを賜たまわる主しゅが、どうぞその人ひとを祝福しゅくふくされますように」。ナオミはまた彼女かのじょに言いった、「その人ひとはわたしたちの縁者えんじゃで、最もっとも近ちかい親戚しんせきのひとりです」。 21モアブの女おんなルツは言いった、「その人ひとはまたわたしに『あなたはわたしのところの刈入かりいれが全部ぜんぶ終おわるまで、わたしのしもべたちのそばについていなさい』と言いいました」。 22ナオミは嫁よめルツに言いった、「娘むすめよ、その人ひとのところで働はたらく女おんなたちと一緒いっしょに出でかけるのはけっこうです。そうすればほかの畑はたけで人ひとにいじめられるのを免まぬかれるでしょう」。 23それで彼女かのじょはボアズのところで働はたらく女おんなたちのそばについていて穂ほを拾ひろい、大麦おおむぎ刈かりと小麦こむぎ刈かりの終おわるまでそうした。こうして彼女かのじょはしゅうとめと一緒いっしょに暮くらした。
    

  


  


  
    第三章


    
      1時ときにしゅうとめナオミは彼女かのじょに言いった、「娘むすめよ、わたしはあなたの落おち着つき所どころを求もとめて、あなたをしあわせにすべきではないでしょうか。 2あなたが一緒いっしょに働はたらいた女おんなたちの主人しゅじんボアズはわたしたちの親戚しんせきではありませんか。彼かれは今夜こんや、打うち場ばで大麦おおむぎをあおぎ分わけます。 3それであなたは身みを洗あらって油あぶらをぬり、晴はれ着ぎをまとって打うち場ばに下くだって行いきなさい。ただ、あなたはその人ひとが飲のみ食くいを終おわるまで、その人ひとに知しられてはなりません。 4そしてその人ひとが寝ねる時とき、その寝ねる場所ばしょを見定みさだめ、はいって行いって、その足あしの所ところをまくって、そこに寝ねなさい。彼かれはあなたのすべきことを知しらせるでしょう」。 5ルツはしゅうとめに言いった、「あなたのおっしゃることを皆みないたしましょう」。
    


    
      6こうして彼女かのじょは打うち場ばに下くだり、すべてしゅうとめが命めいじたとおりにした。 7ボアズは飲のみ食くいして、心こころをたのしませたあとで、麦むぎを積つんである場所ばしょのかたわらへ行いって寝ねた。そこで彼女かのじょはひそかに行いき、ボアズの足あしの所ところをまくって、そこに寝ねた。 8夜中よなかになって、その人ひとは驚おどろき、起おきかえって見みると、ひとりの女おんなが足あしのところに寝ねていたので、 9「あなたはだれですか」と言いうと、彼女かのじょは答こたえた、「わたしはあなたのはしためルツです。あなたのすそで、はしためをおおってください。あなたは最もっとも近ちかい親戚しんせきです」。 10ボアズは言いった、「娘むすめよ、どうぞ、主しゅがあなたを祝福しゅくふくされるように。あなたは貧富ひんぷにかかわらず若わかい人ひとに従したがい行ゆくことはせず、あなたが最後さいごに示しめしたこの親切しんせつは、さきに示しめした親切しんせつにまさっています。 11それで、娘むすめよ、あなたは恐おそれるにおよびません。あなたが求もとめることは皆みな、あなたのためにいたしましょう。わたしの町まちの人々ひとびとは皆みな、あなたがりっぱな女おんなであることを知しっているからです。 12たしかにわたしは近ちかい親戚しんせきではありますが、わたしよりも、もっと近ちかい親戚しんせきがあります。 13今夜こんやはここにとどまりなさい。朝あさになって、もしその人ひとが、あなたのために親戚しんせきの義務ぎむをつくすならば、よろしい、その人ひとにさせなさい。しかし主しゅは生いきておられます。その人ひとが、あなたのために親戚しんせきの義務ぎむをつくすことを好このまないならば、わたしはあなたのために親戚しんせきの義務ぎむをつくしましょう。朝あさまでここにおやすみなさい」。
    


    
      14ルツは朝あさまで彼かれの足あしのところに寝ねたが、だれかれの見分みわけ難がたいころに起おきあがった。それはボアズが「この女おんなの打うち場ばにきたことが人ひとに知しられてはならない」と言いったからである。 15そしてボアズは言いった、「あなたの着きる外套がいとうを持もってきて、それを広ひろげなさい」。彼女かのじょがそれを広ひろげると、ボアズは大麦おおむぎ六オメルをはかって彼女かのじょに負おわせた。彼女かのじょは町まちに帰かえり、 16しゅうとめのところへ行いくと、しゅうとめは言いった、「娘むすめよ、どうでしたか」。そこでルツはその人ひとが彼女かのじょにしたことをことごとく告つげて、 17言いった、「あのかたはわたしに向むかって、から手てで、しゅうとめのところへ帰かえってはならないと言いって、この大麦おおむぎ六オメルをわたしにくださいました」。 18しゅうとめは言いった、「娘むすめよ、この事ことがどうなるかわかるまでお待まちなさい。あの人ひとは、きょう、その事ことを決定けっていしなければ落おち着つかないでしょう」。
    

  


  


  
    第四章


    
      1ボアズは町まちの門もんのところへ上のぼっていって、そこにすわった。すると、さきにボアズが言いった親戚しんせきの人ひとが通とおり過すぎようとしたので、ボアズはその人ひとに言いった、「友ともよ、こちらへきて、ここにおすわりください」。彼かれはきてすわった。 2ボアズはまた町まちの長老ちょうろう十人にんを招まねいて言いった、「ここにおすわりください」。彼かれらがすわった時とき、 3ボアズは親戚しんせきの人ひとに言いった、「モアブの地ちから帰かえってきたナオミは、われわれの親族しんぞくエリメレクの地所じしょを売うろうとしています。 4それでわたしはそのことをあなたに知しらせて、ここにすわっている人々ひとびとと、民たみの長老ちょうろうたちの前まえで、それを買かいなさいと、あなたに言いおうと思おもいました。もし、あなたが、それをあがなおうと思おもわれるならば、あがなってください。しかし、あなたがそれをあがなわないならば、わたしにそう言いって知しらせてください。それをあがなう人ひとは、あなたのほかにはなく、わたしはあなたの次つぎですから」。彼かれは言いった、「わたしがあがないましょう」。 5そこでボアズは言いった、「あなたがナオミの手てからその地所じしょを買かう時ときには、死しんだ者ものの妻つまであったモアブの女おんなルツをも買かって、死しんだ者ものの名なを起おこしてその嗣し業ぎょうを伝つたえなければなりません」。 6その親戚しんせきの人ひとは言いった、「それでは、わたしにはあがなうことができません。そんなことをすれば自分じぶんの嗣し業ぎょうをそこないます。あなたがわたしに代かわって、自分じぶんであがなってください。わたしはあがなうことができませんから」。 7むかしイスラエルでは、物ものをあがなう事ことと、権利けんりの譲渡じょうとについて、万事ばんじを決定けっていする時ときのならわしはこうであった。すなわち、その人ひとは、自分じぶんのくつを脱ぬいで、相手あいての人ひとに渡わたした。これがイスラエルでの証明しょうめいの方法ほうほうであった。 8そこで親戚しんせきの人ひとがボアズにむかい「あなたが自分じぶんであがないなさい」と言いって、そのくつを脱ぬいだので、 9ボアズは長老ちょうろうたちとすべての民たみに言いった、「あなたがたは、きょう、わたしがエリメレクのすべての物ものおよびキリオンとマロンのすべての物ものをナオミの手てから買かいとった事ことの証人しょうにんです。 10またわたしはマロンの妻つまであったモアブの女おんなルツをも買かって、わたしの妻つまとしました。これはあの死しんだ者ものの名なを起おこしてその嗣し業ぎょうを伝つたえ、死しんだ者ものの名ながその一族いちぞくから、またその郷里きょうりの門もんから断絶だんぜつしないようにするためです。きょうあなたがたは、その証人しょうにんです」。 11すると門もんにいたすべての民たみと長老ちょうろうたちは言いった、「わたしたちは証人しょうにんです。どうぞ、主しゅがあなたの家いえにはいる女おんなを、イスラエルの家いえをたてたラケルとレアのふたりのようにされますよう。どうぞ、あなたがエフラタで富とみを得え、ベツレヘムで名なを揚あげられますように。 12どうぞ、主しゅがこの若わかい女おんなによってあなたに賜たまわる子供こどもにより、あなたの家いえが、かのタマルがユダに産うんだペレヅの家いえのようになりますように」。
    


    
      13こうしてボアズはルツをめとって妻つまとし、彼女かのじょのところにはいった。主しゅは彼女かのじょをみごもらせられたので、彼女かのじょはひとりの男おとこの子こを産うんだ。 14そのとき、女おんなたちはナオミに言いった、「主しゅはほむべきかな、主しゅはあなたを見捨みすてずに、きょう、あなたにひとりの近親きんしんをお授さづけになりました。どうぞ、その子この名ながイスラエルのうちに高たかく揚あげられますように。 15彼かれはあなたのいのちを新あらたにし、あなたの老年ろうねんを養やしなう者ものとなるでしょう。あなたを愛あいするあなたの嫁よめ、七人にんのむすこにもまさる彼女かのじょが彼かれを産うんだのですから」。 16そこでナオミはその子こをとり、ふところに置おいて、養やしない育そだてた。 17近所きんじょの女おんなたちは「ナオミに男おとこの子こが生うまれた」と言いって、彼かれに名なをつけ、その名なをオベデと呼よんだ。彼かれはダビデの父ちちであるエッサイの父ちちとなった。 18さてペレヅの子孫しそんは次つぎのとおりである。ペレヅからヘヅロンが生うまれ、 19ヘヅロンからラムが生うまれ、ラムからアミナダブが生うまれ、 20アミナダブからナションが生うまれ、ナションからサルモンが生うまれ、 21サルモンからボアズが生うまれ、ボアズからオベデが生うまれ、 22オベデからエッサイが生うまれ、エッサイからダビデが生うまれた。
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